
件名：第19回みゆきだそば祭りの開催について

１ 目 的 行幸田地域営農推進協議会そば祭り実行委員会（委員長 伊藤一秀

氏）が、行幸田南原そば畑において、生産者と消費者の交流を図り、

地元産のそば粉を利用した「豊秋そば」をPRすることを目的に開催し

ているものです。

この事業は平成１１年度より開催されており、今年で第１９回目と

なります。

２ 内 容 そば畑で満開のそばの花を見ながら、来場者に「豊秋そば」の無料

試食（1,000食）を楽しんでいただきます。その他、地元産野菜、生

そば等の販売や、そば打ち実演、AED実演講習等のイベントを開催し

ます。

３ 事業の概要

○渋川市行幸田地区では昭和３０年代頃までそばが栽培され、旧名称

「 」 。 、に由来する 豊秋そば として生産が盛んであった ４０年代以降

養蚕の発展に伴いそば栽培は減少し、その後養蚕も衰退したため桑

園の遊休農地化が進んだ。地域農業に危機感をもった農業者が中心

となり平成１０年「行幸田地域営農推進協議会」を設立し、将来の

地域農業ビジョンを検討し、そこで「そばの生産振興で地域を活性

化する」という目標を定めた。

○平成１１年からみゆきだそば祭りを開催。みゆきだそば工房で作る

地粉100%の二八そばを1,000人に振る舞う、地域を代表するイベン

トとなっている。

４ 主 催 行幸田地域営農推進協議会そば祭り実行委員会

後 援 渋川市・渋川地区農業指導センター・北群渋川農業協同組合

参考

■行幸田地域営農推進協議会

、 、農事組合法人行幸田ファームの代表理事である 伊藤一秀氏が会長を務める組織で
みゆきだそば工房代表や、地元農家等により構成されている。
■みゆきだそば工房
平成１４年に開店し、農事組合法人行幸田ファームが生産したそばを加工、調理し

提供している店舗である。
■行幸田地域の地域営農について
生産組織である農事組合法人行幸田ファームが存在していることに加えて、地域の

女性や高齢者等の農業者が参加し、そば工房や直売所という農産物の販売拠点が確立
したことにより、農産物の生産・販売・消費という体系がつくられた。




